
(57)【要約】

【課題】多機能操作装置の操作内容を明確に表示して、

誤操作の防止を図ることのできる多機能操作装置を提供

する。

【解決手段】固定側１３に固定される操作装置本体１４

、２３から突出するとともに軸回転およびその他の操作

動作が可能な操作軸１５、２４を備える操作装置１１、

２１と、操作軸１５、２４に固定され操作装置１１、２

１を操作するノブ１２、２２とを有している。そして、

ノブ１２、２２には操作軸１５、２４に沿った方向に透

視可能な透視部１６、２６が設けられ、透視部１６、２

６と操作装置本体１４、２３との間でオーディオ機器本

体１３に固定される表示板１７、２５が設けられている

。従って、表示板１７、２５の表示は固定されていて回

転あるいは傾倒せず、ノブ１２、２２の透視部１６、２

６を透して見ることができるので、表示が見やすく、誤

操作を防止することができる。

【選択図】　　　　図６
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
固 定 側 に 固 定 さ れ る 操 作 装 置 本 体 と 、 前 記 操 作 装 置 本 体 か ら 突 出 す る と と も に 傾 倒 動 作 、
軸 回 転 動 作 、 並 び に そ の 軸 方 向 に 沿 っ た 往 復 移 動 動 作 が 可 能 な 操 作 軸 と を 有 す る 操 作 装 置
と 、
前 記 操 作 軸 に 取 り 付 け ら れ 軸 回 転 操 作 及 び 押 圧 操 作 に よ り 前 記 操 作 軸 の 各 動 作 を 可 能 と す
る ノ ブ と を 有 す る 多 機 能 操 作 装 置 で あ っ て 、
前 記 ノ ブ に 設 け ら れ て 前 記 操 作 軸 に 沿 っ た 方 向 に 透 視 可 能 な 透 視 部 と 、 前 記 透 視 部 と 前 記
操 作 装 置 本 体 と の 間 に 配 置 さ れ る と と も に 前 記 固 定 側 に 固 定 さ れ る 表 示 部 を 有 し て い る こ
と を 特 徴 と す る 多 機 能 操 作 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 表 示 部 が 、 点 灯 表 示 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 多 機 能 操 作 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 表 示 部 が 、 導 光 可 能 で あ る と と も に 、 前 記 表 示 部 に 隣 接 し て 発 光 部 が 設 け ら れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 多 機 能 操 作 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 操 作 装 置 を 被 覆 す る パ ネ ル の 一 部 が 、 前 記 表 示 部 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃
至 ３ の 何 れ か １ に 記 載 の 多 機 能 操 作 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 操 作 装 置 の 操 作 モ ー ド に 応 じ て 前 記 表 示 部 の 表 示 ／ 非 表 示 を 選 択 可 能 で あ る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か に 記 載 し た 多 機 能 操 作 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 多 機 能 操 作 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
図 １ お よ び 図 ２ に は 、 従 来 よ り 知 ら れ て い る 多 機 能 操 作 装 置 １ ０ ０ の 一 例 が 示 さ れ て い る
。 こ の 多 機 能 操 作 装 置 １ ０ ０ で は 、 操 作 装 置 本 体 １ ０ １ か ら 突 出 す る と と も に 軸 回 転 可 能
な 操 作 軸 １ ０ ２ を 備 え る 電 子 部 品 等 の 操 作 装 置 １ ０ ３ と 、 操 作 軸 １ ０ ２ に 固 定 さ れ た ノ ブ
１ ０ ４ と を 有 し て い る 。
こ の 多 機 能 操 作 装 置 １ ０ ０ で は 、 ノ ブ １ ０ ４ の 回 転 に よ り 操 作 装 置 １ ０ ３ を 軸 回 転 操 作 す
る と と も に 、 ノ ブ １ ０ ４ を 回 転 軸 １ ０ ２ 方 向 に 押 す こ と に よ っ て も 操 作 装 置 １ ０ ３ を 軸 方
向 に 沿 っ た 往 復 移 動 操 作 す る も の で あ る 。 そ し て 、 操 作 の 内 容 等 を 示 す た め に 、 ノ ブ １ ０
４ の 表 面 に は 操 作 内 容 を 示 す 文 字 や 図 形 等 が 表 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
例 え ば 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 多 機 能 操 作 装 置 １ ０ ０ を オ ー デ ィ オ 機 器 に 使 用 し て 、 ノ ブ １
０ ４ を 回 す こ と に よ り 操 作 軸 １ ０ ２ を 軸 回 転 さ せ て ボ リ ュ ー ム の 調 整 を 行 っ た り （ 図 ２ （
Ａ ） （ Ｂ ） 参 照 ） 、 ノ ブ １ ０ ４ を 操 作 軸 １ ０ ２ の 方 向 に 押 し て 操 作 軸 １ ０ ２ を 軸 方 向 に 沿
っ て 往 復 移 動 さ せ る こ と に よ り Ｃ Ｄ や テ ー プ 等 の オ ー デ ィ オ 媒 体 を オ ー デ ィ オ 機 器 か ら 取
り 出 し た り す る も の が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
あ る い は 、 図 ３ お よ び 図 ４ に 示 す 多 機 能 操 作 装 置 １ １ ０ で は 、 操 作 装 置 本 体 １ １ １ か ら 突
出 す る と と も に 軸 回 転 可 能 な 操 作 軸 １ １ ２ を 備 え る 操 作 装 置 １ １ ３ と 、 操 作 軸 １ １ ２ に 固
定 さ れ た ノ ブ １ １ ４ と を 有 し て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
こ の 多 機 能 操 作 装 置 １ １ ０ で は 、 ノ ブ １ １ ４ の 回 転 に よ り 操 作 装 置 １ １ ３ を 軸 回 転 操 作 す
る と と も に 、 ノ ブ １ １ ４ の 表 面 の 周 縁 部 分 を 押 圧 す る こ と に よ り 、 前 後 左 右 （ 図 ３ に お い
て 上 下 お よ び 紙 面 直 交 方 向 ） に 傾 か せ て 操 作 軸 を 傾 倒 さ せ て 操 作 装 置 １ １ ３ を 操 作 す る も
の で あ る 。 そ し て 、 ノ ブ １ １ ４ の 表 面 に は 操 作 内 容 を 示 す 文 字 や 図 形 等 が 表 示 さ れ て い る
。
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【 ０ ０ ０ ５ 】
例 え ば 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 多 機 能 操 作 装 置 １ １ ０ を オ ー デ ィ オ 機 器 に 使 用 し て 、 ノ ブ １
１ ４ を 回 す こ と に よ り 操 作 軸 １ １ ２ を 軸 回 転 さ せ た り （ 図 ４ （ Ａ ） 、 （ Ｂ ） 参 照 ） 、 ノ ブ
１ １ ４ を 介 し て 操 作 軸 １ １ ２ を 前 後 左 右 に 任 意 の 方 向 へ 傾 け る （ 図 ３ （ Ｂ ） 参 照 ） 。 す な
わ ち 、 ノ ブ １ １ ４ を 回 す こ と に よ り ボ リ ュ ー ム の 調 整 を 行 い 、 ノ ブ １ １ ４ を 介 し て 操 作 軸
１ １ ２ を 傾 け て 、 視 聴 者 の 周 囲 に 複 数 配 置 さ れ て い る ス ピ ー カ ー の 音 量 バ ラ ン ス を 調 整 し
た り す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ８ － １ １ ５ ６ ４ １ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
従 来 技 術 の 場 合 、 ノ ブ １ ０ ４ 、 １ １ ４ の 表 面 に 文 字 や 図 形 に よ り 機 能 を 示 し て い る た め 、
ノ ブ １ ０ ４ 、 １ １ ４ を 回 転 さ せ て し ま う と 、 図 ２ （ Ｂ ） や 図 ４ （ Ｂ ） 等 に 示 す よ う に 、 文
字 や 図 形 等 が 傾 い た り 逆 さ に な っ た り し て 、 見 に く い の み な ら ず 、 体 裁 が 悪 い と い う 問 題
が 生 じ る 。
こ の た め 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 多 機 能 操 作 装 置 １ ０ ０ 、 １ １ ０ の 機 能 を ノ ブ １ ０ ４ 、 １ １
４ の 表 面 で は な く 、 多 機 能 操 作 装 置 １ ０ ０ 、 １ １ ０ が 固 定 さ れ て い る 固 定 側 １ ２ ０ に 記 載
す る こ と も 考 え ら れ る 。
し か し な が ら 、 こ の 場 合 に は 、 機 能 の 表 示 が ノ ブ １ ０ ４ 、 １ １ ４ か ら 離 れ た 場 所 に 表 示 さ
れ る こ と に な る た め 、 ノ ブ １ ０ ４ 、 １ １ ４ の 操 作 が 分 か り に く く な る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 と し て は 、 上 述 し た 従 来 技 術 に お い て 生 じ る 、 多 機 能 操 作
装 置 の 操 作 内 容 の 表 示 の 仕 方 と い う 問 題 が 一 例 と し て 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
請 求 項 １ に 記 載 し た 発 明 は 、 固 定 側 に 固 定 さ れ る 操 作 装 置 本 体 と 、 前 記 操 作 装 置 本 体 か ら
突 出 す る と と も に 傾 倒 動 作 、 軸 回 転 動 作 、 並 び に そ の 軸 方 向 に 沿 っ た 往 復 移 動 動 作 が 可 能
な 操 作 軸 と を 有 す る 操 作 装 置 と 、 前 記 操 作 軸 に 取 り 付 け ら れ 軸 回 転 操 作 及 び 押 圧 操 作 に よ
り 前 記 操 作 軸 の 各 動 作 を 可 能 と す る ノ ブ と を 有 す る 多 機 能 操 作 装 置 で あ っ て 、 前 記 ノ ブ に
設 け ら れ て 前 記 操 作 軸 に 沿 っ た 方 向 に 透 視 可 能 な 透 視 部 と 、 前 記 透 視 部 と 前 記 操 作 装 置 本
体 と の 間 に 配 置 さ れ る と と も に 前 記 固 定 側 に 固 定 さ れ る 表 示 部 を 有 し て い る こ と を 特 徴 と
す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 に 係 わ る 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 本 発 明 に お け る 多 機 能 操 作 装 置 で は 、 操 作
装 置 本 体 が 固 定 側 に 固 定 さ れ て お り 、 操 作 装 置 本 体 か ら 操 作 軸 が 突 出 し て い る 。 こ の 操 作
軸 に は ノ ブ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 操 作 軸 は 軸 心 を 中 心 と し て 軸 回 転 可 能 で あ り 、 か つ 、
そ の 他 の 操 作 動 作 、 例 え ば 軸 方 向 に 往 復 移 動 し た り 、 軸 を 傾 け る 傾 倒 動 作 等 が 可 能 と な っ
て い る 。 す な わ ち 、 操 作 軸 に 取 り 付 け ら れ て い る ノ ブ を 回 す こ と に よ り 操 作 軸 を 軸 回 転 さ
せ て 操 作 装 置 本 体 を 操 作 す る と 同 時 に 、 ノ ブ を 介 し て 操 作 軸 を 押 し た り 傾 け た り し て 操 作
装 置 本 体 の 操 作 を 行 う よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
ノ ブ に は 、 こ の ノ ブ を 透 か し て 見 る た め の 透 視 部 が 設 け ら れ て お り 、 こ の 透 視 部 と 操 作 装
置 本 体 と の 間 に は 、 操 作 軸 の 操 作 動 作 を 示 す 表 示 部 が 設 け ら れ て い る 。 こ の 表 示 部 は 、 操
作 装 置 本 体 が 固 定 さ れ て い る 固 定 側 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 す な わ ち 、 操 作 装 置 本 体 に 固
定 す る か 、 あ る い は 直 接 固 定 側 に 固 定 さ れ て い る 。 表 示 部 は 、 見 や す い よ う に 点 灯 表 示 す
る よ う に す る 。 表 示 自 体 を 点 灯 や 発 光 さ せ る こ と も で き る し 、 表 示 部 に 照 明 を 当 て る よ う
に す る こ と も で き る 。
な お 、 表 示 部 は 操 作 装 置 の 操 作 モ ー ド に 応 じ て 、 必 要 な 場 合 に 表 示 す る よ う に 選 択 可 能 と
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す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
従 っ て 、 ノ ブ に よ り 操 作 軸 を 操 作 し て 操 作 装 置 本 体 の 操 作 を 行 う 場 合 に 、 ノ ブ の 透 視 部 か
ら 表 示 部 に 表 示 さ れ た 内 容 を 見 な が ら 、 ノ ブ の 操 作 を 行 う こ と が で き る 。 表 示 部 は 固 定 側
に 固 定 さ れ て い る の で 、 ノ ブ を 回 し て 操 作 軸 を 軸 回 転 さ せ て も 回 転 す る こ と な く 常 に 一 定
の 状 態 で 取 り 付 け ら れ て い る 。 こ の た め 、 操 作 内 容 を 的 確 に 把 握 し て 操 作 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
次 に 、 本 発 明 に 係 る 多 機 能 操 作 装 置 の 第 １ 実 施 例 に つ い て 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
図 ６ に 示 す 多 機 能 操 作 装 置 １ ０ は 、 例 え ば オ ー デ ィ オ 機 器 に 使 用 さ れ る 操 作 装 置 と し て の
ボ リ ュ ー ム ス イ ッ チ １ １ と 、 こ の ボ リ ュ ー ム ス イ ッ チ １ １ を 操 作 す る た め の ノ ブ １ ２ と を
有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ボ リ ュ ー ム ス イ ッ チ １ １ は 、 固 定 側 で あ る オ ー デ ィ オ 機 器 本 体 １ ３ に 固 定 さ れ る 操 作 装 置
本 体 １ ４ と 、 こ の 操 作 装 置 本 体 １ ４ か ら 突 出 し て い る 操 作 軸 １ ５ を 有 し て い る 。 操 作 軸 １
５ に は ノ ブ １ ２ が 取 り 付 け ら れ て お り 、 軸 心 を 中 心 と し て 軸 回 転 可 能 で あ る と と も に 、 軸
方 向 に 沿 っ て 往 復 移 動 可 能 と な っ て い る 。
す な わ ち 、 ノ ブ １ ２ を 回 し て 操 作 軸 １ ５ を 軸 回 転 さ せ る こ と に よ り 、 ボ リ ュ ー ム の 調 整 を
行 う こ と が で き 、 ノ ブ １ ２ を 軸 方 向 に 沿 っ て 押 す こ と に よ り 、 そ の 他 の 操 作 動 作 と し て オ
ー デ ィ オ 機 器 か ら Ｃ Ｄ や テ ー プ 等 を 取 り 出 し た り 、 オ ー デ ィ オ 機 器 の 電 源 の オ ン ・ オ フ 切
り 替 え を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
図 ７ に 示 す よ う に 、 ノ ブ １ ２ の 一 部 あ る い は 全 面 に は 、 操 作 軸 １ ５ に 沿 っ た 方 向 に 透 視 可
能 な 透 視 部 １ ６ が 設 け ら れ て い る 。
透 視 部 １ ６ と し て は 、 例 え ば 、 ノ ブ １ ２ の 頂 部 １ ２ ａ を 透 明 あ る い は 半 透 明 （ 着 色 を 含 む
） の 部 材 に よ り 構 成 し て 、 ノ ブ １ ２ を 透 か し て 見 え る よ う に す る 。 あ る い は 、 孔 を 設 け て
見 え る よ う に す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ま た 、 図 ６ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 ノ ブ １ ２ と 操 作 装 置 本 体 １ ４ と の 間 に は 、 表 示 部 と し て
ノ ブ １ ２ の 操 作 内 容 を 示 す 表 示 板 １ ７ が 設 け ら れ て い る 。
こ の 表 示 板 １ ７ は 、 オ ー デ ィ オ 機 器 本 体 １ ３ 又 は 操 作 装 置 本 体 １ ４ に 固 定 さ れ て お り 、 図
６ （ Ｂ ） お よ び （ Ｃ ） に 示 す よ う に 、 ノ ブ １ ２ を 回 転 等 さ せ て も 表 示 板 １ ７ は 回 転 し な い
。 ま た 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 表 示 板 １ ７ の 表 面 １ ７ ａ に は 、 操 作 内 容 を 示 す 文 字 や 図 形 等
が 表 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ボ リ ュ ー ム ス イ ッ チ １ １ を 操 作 す る 際 に は 、 ノ ブ １ ２ を 回 し て ボ リ ュ ー ム の 調 整 を 行 う 。
そ し て 、 聞 き 終 わ っ た ら 、 ノ ブ １ ２ を 軸 方 向 に 沿 っ て 押 し て Ｃ Ｄ や テ ー プ 等 を 取 り 出 す 。
こ の と き 、 ノ ブ １ ２ の 透 視 部 １ ６ を 透 し て 表 示 板 １ ７ に 表 示 さ れ て い る 文 字 や 図 形 が 見 え
る の で 、 表 示 板 １ ７ の 表 示 、 例 え ば ノ ブ １ ２ を 回 す 方 向 等 の 表 示 や ノ ブ １ ２ を 軸 方 向 に 沿
っ て 押 す こ と に よ り Ｃ Ｄ や テ ー プ を 取 り 出 す と の 表 示 を 見 な が ら ノ ブ １ ２ の 操 作 を 行 う こ
と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
従 っ て 、 表 示 板 １ ７ は オ ー デ ィ オ 機 器 本 体 １ ３ 等 の 固 定 側 に 固 定 さ れ て お り 、 ノ ブ １ ２ を
回 し て も 、 表 示 板 １ ７ の 表 示 は 変 化 せ ず 一 定 な の で 、 他 の 操 作 動 作 を 示 す 表 示 が 見 や す く
、 操 作 の 間 違 い を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
次 に 、 本 発 明 に 係 る 多 機 能 操 作 装 置 の 第 ２ 実 施 例 に つ い て 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 な お
、 前 述 し た 第 １ 実 施 例 に 係 る 多 機 能 操 作 装 置 １ ０ と 共 通 す る 部 位 に は 同 じ 符 号 を 付 し て 、
重 複 す る 説 明 は 省 略 す る こ と と す る 。
図 ９ に 示 す 多 機 能 操 作 装 置 ２ ０ は 、 例 え ば オ ー デ ィ オ 機 器 に お い て 視 聴 者 の 周 囲 に 複 数 配

10

20

30

40

50

(4) JP 2004-146090 A 2004.5.20



置 さ れ て い る 複 数 個 の ス ピ ー カ ー の 音 量 バ ラ ン ス を 調 整 し た り 、 ノ ブ １ ２ を 回 す こ と に よ
り ボ リ ュ ー ム の 調 整 を 行 う 電 子 部 品 で あ る ジ ョ イ ス テ ィ ッ ク ２ １ と 、 こ の ジ ョ イ ス テ ィ ッ
ク ２ １ を 操 作 す る た め の ノ ブ ２ ２ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
ジ ョ イ ス テ ィ ッ ク ２ １ は 、 固 定 側 で あ る オ ー デ ィ オ 機 器 本 体 １ ３ に 固 定 さ れ る 操 作 装 置 本
体 ２ ３ と 、 こ の 操 作 装 置 本 体 ２ ３ か ら 突 出 し て い る 操 作 軸 ２ ４ を 有 し て い る 。 操 作 軸 ２ ４
に は ノ ブ ２ ２ が 取 り 付 け ら れ て お り 、 軸 心 を 中 心 と し て 軸 回 転 可 能 で あ る と と も に 、 操 作
軸 ２ ４ は 任 意 の 方 向 に 傾 け る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。
す な わ ち 、 ノ ブ ２ ２ を 回 し て 操 作 軸 ２ ４ を 軸 回 転 さ せ る こ と に よ り 、 ボ リ ュ ー ム の 調 整 を
行 う こ と が で き 、 ノ ブ ２ ２ の 表 面 の 周 縁 部 分 を 押 圧 す る こ と に よ り 、 操 作 軸 ２ ４ を 前 後 左
右 方 向 に 傾 倒 動 作 さ せ る こ と に よ り 、 ス ピ ー カ ー か ら 出 る 音 量 の バ ラ ン ス を 調 整 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ノ ブ ２ ２ と 操 作 装 置 本 体 ２ ３ と の 間 に は 、 表 示 部 と し て ノ ブ ２ ２ の 操 作 内 容 を 示 す 表 示 板
２ ５ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 表 示 板 ２ ５ は 、 オ ー デ ィ オ 機 器 本 体 １ ３ 又 は ジ ョ イ ス テ ィ ッ
ク ２ １ の 操 作 装 置 本 体 ２ ３ に 固 定 さ れ て お り 、 ノ ブ ２ ２ を 回 転 さ せ た り 操 作 軸 ２ ４ を 傾 倒
さ せ て も 表 示 板 ２ ５ は 回 転 あ る い は 傾 倒 し な い 。
ま た 、 ノ ブ ２ ２ の 一 部 あ る い は 全 面 に は 、 ノ ブ ２ ２ を 透 し て 表 示 板 ２ ５ を 見 る た め に 透 明
な 透 視 部 ２ ６ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
従 っ て 、 ジ ョ イ ス テ ィ ッ ク ２ １ を 操 作 す る 際 に 、 ノ ブ ２ ２ を 回 し て ボ リ ュ ー ム の 調 整 を 行
う 。 そ し て 、 ノ ブ ２ ２ の 表 面 の 周 縁 部 分 を 押 圧 す る こ と に よ り 、 操 作 軸 ２ ４ を 前 後 左 右 に
傾 け る こ と に よ り 、 各 ス ピ ー カ ー か ら 発 せ ら れ る 音 量 の バ ラ ン ス を 調 整 す る 。
こ の と き 、 ノ ブ ２ ２ の 透 視 部 ２ ６ を 透 し て 表 示 板 ２ ５ に 表 示 さ れ て い る 文 字 や 図 形 等 が 見
え る の で 、 表 示 板 ２ ５ の 表 示 に 従 っ て 、 例 え ば ノ ブ ２ ２ を 回 す こ と に よ り 音 量 の 調 整 を 行
っ た り 、 ノ ブ ２ ２ を 前 後 左 右 に 移 動 さ せ て 操 作 軸 ２ ４ を 傾 倒 さ せ る こ と に よ り 音 量 バ ラ ン
ス の 調 整 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
従 っ て 、 表 示 板 ２ ５ は オ ー デ ィ オ 機 器 本 体 １ ３ 等 の 固 定 側 に 固 定 さ れ て お り 、 ノ ブ １ ２ を
回 し て も 、 表 示 板 ２ ５ の 表 示 は 変 化 せ ず 一 定 な の で 、 他 の 操 作 動 作 を 示 す 表 示 が 見 や す く
、 操 作 の 間 違 い を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
次 に 、 本 発 明 に 係 る 多 機 能 操 作 装 置 の 第 ３ 実 施 例 に つ い て 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 な お
、 前 述 し た 第 １ お よ び 第 ２ 実 施 例 と 共 通 す る 部 位 に は 同 じ 符 号 を 付 し て 重 複 す る 説 明 を 省
略 す る こ と に す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
図 １ ０ に 示 す よ う に 、 こ の 多 機 能 操 作 装 置 ３ ０ は 、 図 ６ お よ び 図 ９ に お い て 前 述 し た 第 １
実 施 例 お よ び 第 ２ 実 施 例 に 係 る 多 機 能 操 作 装 置 １ ０ 、 ２ ０ に 適 用 で き る も の で あ り 、 表 示
部 に 特 徴 を 有 す る 。
以 下 で は 、 一 例 と し て 第 ２ 実 施 例 で 示 し た 多 機 能 操 作 装 置 ２ ０ に 適 用 し た 場 合 に つ い て 説
明 す る 。 こ の 表 示 部 で は 、 透 明 部 材 に よ り 表 示 部 分 ３ １ を 形 成 し 、 前 述 し た ノ ブ ２ ２ の 透
視 部 ２ ６ に 対 向 す る よ う に 設 け る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
そ し て 、 表 示 板 で も あ る 導 光 手 段 ３ ２ に よ り Ｌ Ｅ Ｄ の よ う な 発 光 部 ３ ３ で 発 せ ら れ た 光 を
表 示 部 分 ３ １ に 導 い て 、 表 示 部 分 ３ １ を 点 灯 さ せ る 。 あ る い は 、 表 示 す る 文 字 や 図 形 等 の
表 示 部 分 を Ｌ Ｅ Ｄ の よ う な 発 光 体 に よ り 形 成 し て 表 示 板 ２ ５ に 貼 り 付 け 、 直 接 点 灯 さ せ る
よ う に す る こ と も で き る 。
な お 、 表 示 部 分 ３ １ は 、 表 示 板 ２ ５ に 設 け ず に 、 独 立 し て 固 定 側 で あ る オ ー デ ィ オ 機 器 本
体 １ ３ や 電 子 部 品 で あ る ジ ョ イ ス テ ィ ッ ク ２ １ の 操 作 装 置 本 体 ２ ３ に 取 り 付 け る よ う に し
て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
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表 示 部 分 ３ １ の 点 灯 は 、 操 作 モ ー ド に 応 じ て 前 記 表 示 部 の 表 示 ／ 非 表 示 を 選 択 可 能 で あ る
。 す な わ ち 、 例 え ば 図 ９ に 示 し た 多 機 能 操 作 装 置 ２ ０ に お い て 、 ノ ブ ２ ２ を 押 し て 操 作 軸
２ ４ を 軸 方 向 に 沿 っ て 押 し 込 む こ と に よ り 操 作 モ ー ド を 切 り 替 え る こ と が で き る よ う に し
て お き 、 操 作 モ ー ド に 対 応 し た 操 作 内 容 の み を 表 示 部 分 ３ １ に 表 示 す る よ う に す る 。
例 え ば 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 ノ ブ ２ ２ を 押 し て 操 作 モ ー ド を 選 択 し （ ス テ ッ プ Ｓ １ ） 、
前 後 音 量 バ ラ ン ス 調 整 モ ー ド と な っ た と き に は （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ） 、 表 示 部 分 ３ １ の 前 後 矢
印 の み を 点 灯 さ せ て （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ） 、 ノ ブ ２ ２ を 軸 方 向 に 沿 っ て 往 復 移 動 さ せ て 前 後 の
音 量 バ ラ ン ス を 調 整 す る 。
ま た 、 ノ ブ ２ ２ を 軸 方 向 に 沿 っ て 往 復 移 動 さ せ て 左 右 音 量 バ ラ ン ス 調 整 モ ー ド と な っ た と
き に は （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ） 、 表 示 部 分 ３ １ の 左 右 矢 印 の み を 点 灯 さ せ （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ） 、 ノ
ブ ２ ２ の 表 面 に お け る 左 右 の 周 縁 部 分 を 押 圧 す る こ と に よ り 、 左 右 に 操 作 軸 を 傾 倒 さ せ て
左 右 の 音 量 バ ラ ン ス を 調 整 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
従 っ て 、 表 示 部 分 ３ １ を 点 灯 さ せ る の で 、 多 機 能 操 作 装 置 ３ ０ が 暗 所 に 取 り 付 け ら れ て い
る 場 合 で も 、 表 示 部 分 ３ １ を 明 確 に 視 認 し な が ら 操 作 す る こ と が で き る 。
ま た 、 操 作 モ ー ド に 対 応 し た 表 示 部 分 ３ １ の み を 点 灯 さ せ る こ と に よ り 、 操 作 間 違 い を 防
止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
次 に 、 本 発 明 に 係 る 多 機 能 操 作 装 置 の 第 ４ 実 施 例 に つ い て 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
な お 、 前 述 し た 第 １ ～ 第 ３ 実 施 例 と 共 通 す る 部 位 に は 同 じ 符 号 を 付 し て 重 複 す る 説 明 を 省
略 す る こ と に す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
図 １ ２ に 示 す よ う に 、 こ の 多 機 能 操 作 装 置 ４ ０ は 、 図 ６ お よ び 図 ９ に お い て 前 述 し た 第 １
実 施 例 お よ び 第 ２ 実 施 例 に 係 る 多 機 能 操 作 装 置 １ ０ 、 ２ ０ に 適 用 で き る も の で あ り 、 電 子
部 品 を 被 覆 す る パ ネ ル ４ １ に お い て ノ ブ ２ ２ の 透 視 部 ２ ６ に 対 応 し た 位 置 に 表 示 部 分 ４ ２
を 設 け た も の で あ る 。 以 下 で は 、 一 例 と し て 第 ２ 実 施 例 に 係 る 多 機 能 操 作 装 置 ２ ０ に 適 用
し た 場 合 に つ い て 説 明 す る 。
表 示 部 分 ４ ２ は 、 パ ネ ル ４ １ に 取 り 付 け ら れ て い る 導 光 手 段 ４ ３ に よ っ て 発 光 部 ４ ４ と 接
続 さ れ て お り 、 発 光 部 ４ ４ を 発 光 さ せ る こ と に よ り 表 示 部 分 ４ ２ を 点 灯 さ せ る よ う に な っ
て い る 。 な お 、 表 示 部 分 ４ ２ 自 体 を 発 光 体 で 構 成 し て パ ネ ル ４ １ に 取 り 付 け 、 直 接 表 示 部
分 ４ ２ を 点 灯 さ せ る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
従 っ て 、 表 示 部 分 ４ ２ を 電 子 部 品 で あ る ジ ョ イ ス テ ィ ッ ク ２ １ を 被 覆 す る パ ネ ル ４ １ に 設
け た の で 、 表 示 板 ２ ５ の よ う な 別 の 部 材 を 設 け る 必 要 が 無 く 、 部 品 の 少 数 化 を 図 る こ と が
で き る 。
ま た 、 多 機 能 操 作 装 置 ４ １ を 固 定 側 で あ る オ ー デ ィ オ 機 器 本 体 １ ３ に 取 り 付 け る 際 に 、 取
り 扱 い が 容 易 に な る 。
さ ら に 、 パ ネ ル ４ １ 、 表 示 部 分 ４ ２ お よ び 導 光 手 段 ４ ３ を 一 体 形 成 す る と 部 品 点 数 を 少 数
化 で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に か か る 多 機 能 操 作 装 置 １ ０ 、 ２ ０ 、 ３ ０ 、 ４ ０ で は 、 固 定
側 で あ る オ ー デ ィ オ 機 器 本 体 １ ３ に 固 定 さ れ る 操 作 装 置 本 体 １ ４ 、 ２ ３ か ら 突 出 す る と と
も に 軸 回 転 お よ び そ の 他 の 操 作 動 作 が 可 能 な 操 作 軸 １ ５ 、 ２ ４ を 備 え る 操 作 装 置 １ １ 、 ２
１ と 、 操 作 軸 １ ５ 、 ２ ４ に 固 定 さ れ 操 作 装 置 １ １ 、 ２ １ を 操 作 す る ノ ブ １ ２ 、 ２ ２ と を 有
し て い る 。
そ し て 、 ノ ブ １ ２ 、 ２ ２ に は 操 作 軸 １ ５ 、 ２ ４ に 沿 っ た 方 向 に 透 視 可 能 な 透 視 部 １ ６ 、 ２
６ が 設 け ら れ 、 透 視 部 １ ６ 、 ２ ６ と 操 作 装 置 本 体 １ ４ 、 ２ ３ と の 間 で オ ー デ ィ オ 機 器 本 体
１ ３ 等 の 固 定 側 に 固 定 さ れ る 表 示 板 １ ７ 、 ２ ５ が 設 け ら れ て い る 。
従 っ て 、 表 示 板 １ ７ 、 ２ ５ の 表 示 は 固 定 さ れ て い る の で ノ ブ １ ２ 、 ２ ２ を 回 転 等 さ せ て も
回 転 あ る い は 傾 倒 せ ず 、 ノ ブ １ ２ 、 ２ ２ の 透 視 部 １ ６ 、 ２ ６ を 透 し て 見 る こ と が で き る の
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で 、 表 示 が 見 や す く 、 誤 操 作 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
な お 、 本 発 明 の 多 機 能 操 作 装 置 １ ０ 、 ２ ０ 、 ３ ０ 、 ４ ０ は 、 前 述 し た 各 実 施 例 に 限 定 さ れ
る も の で な く 、 適 宜 な 変 形 、 改 良 等 が 可 能 で あ る 。
例 え ば 、 前 述 し た 各 実 施 形 態 で は 、 操 作 軸 １ ５ 、 ２ ４ に よ る そ の 他 の 操 作 動 作 と し て 、 操
作 軸 １ ５ を 軸 方 向 に 押 す 場 合 、 あ る い は 操 作 軸 ２ ４ を 傾 け る 場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 そ
の 他 の 操 作 動 作 で あ っ て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 従 来 の 多 機 能 操 作 装 置 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 （ Ａ ） は 回 転 前 の 従 来 の ノ ブ の 表 示 を 示 す 平 面 図 、 （ Ｂ ） は 回 転 後 の 従 来 の ノ ブ
の 表 示 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 （ Ａ ） は 操 作 軸 を 傾 け て い な い 状 態 を 示 す 側 面 図 、 （ Ｂ ） は 操 作 軸 を 傾 け た 状 態
を 示 す 従 来 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 （ Ａ ） は 回 転 前 の 表 示 部 を 示 す 従 来 の 平 面 図 、 （ Ｂ ） は 操 作 軸 が 回 転 し た と き の
表 示 板 を 示 す 従 来 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 表 示 部 を ノ ブ か ら 離 れ た 位 置 に 設 け た 従 来 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 （ Ａ ） は 本 発 明 に か か る 多 機 能 操 作 装 置 の 第 １ 実 施 例 を 示 す 断 面 図 、 （ Ｂ ） お よ
び （ Ｃ ） は 平 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 （ Ａ ） は ノ ブ の 平 面 図 、 （ Ｂ ） は 断 面 図 、 （ Ｃ ） は 側 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 （ Ａ ） は 表 示 板 の 平 面 図 、 （ Ｂ ） は 断 面 図 、 （ Ｃ ） は 側 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 （ Ａ ） は 本 発 明 に か か る 多 機 能 操 作 装 置 の 第 ２ 実 施 例 を 示 す 断 面 図 、 （ Ｂ ） お よ
び （ Ｃ ） は 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 に か か る 多 機 能 操 作 装 置 の 第 ３ 実 施 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 操 作 モ ー ド に 対 応 し て 表 示 部 を 点 灯 さ せ る フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 に か か る 多 機 能 操 作 装 置 の 第 ４ 実 施 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ 、 ２ ０ 、 ３ ０ 、 ４ ０ 　 多 機 能 操 作 装 置
１ ２ 、 ２ ２ 　 ノ ブ
１ １ 　 ボ リ ュ ー ム ス イ ッ チ （ 電 子 部 品 ）
１ ３ 　 オ ー デ ィ オ 機 器 本 体 （ 固 定 側 ）
１ ４ 、 ２ ３ 　 操 作 装 置 本 体
１ ５ 、 ２ ４ 　 操 作 軸
１ ６ 、 ２ ６ 　 透 視 部
１ ７ 　 表 示 板 （ 表 示 部 ）
２ １ 　 ジ ョ イ ス テ ィ ッ ク （ 電 子 部 品 ）
３ １ 、 ４ ２ 　 表 示 部 分 （ 表 示 部 ）
３ ３ 、 ４ ４ 　 発 光 部
４ １ 　 パ ネ ル
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】
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